予算要求資料
令和２年度当初予算　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費
	事業名　 文化財多面的活用推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　環境生活部文化創造課文化振興係　電話番号：058-272-1111（内2459）

E-mail：c11146@pref.gifu.lg.jp
１　事業費
8,000千円（前年度予算額：8,900千円）
＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産
収入
	寄附金
	その他
	県債
	一　般

財　源

	前年度
	8,900
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,900

	要求額
	8,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（1） 要求の趣旨（現状と課題）
近年、国においても「文化経済戦略」の策定や「文化芸術基本法」が施行されるなど、文化芸術の位置づけは大きく変化してきており、地方においても観光やまちづくり、国際交流等の幅広い関連分野との連携を視野に入れた総合的な文化芸術施策の展開が求められている。
そこで、本県の文化資源を活用し、文化振興はもとより、観光やまちづくり、国際交流など、「多様な価値」創出につながる優良事例を展開する。
（２）事業内容
文化財の多面的活用による地域振興を活発化させるため、県有の国史跡「高山陣屋」を県内伝統芸能の披露の場の一つとして位置づけ、外国人観光客等を対象とした伝統芸能公演等を企画・実施する。
　　
（３）県負担・補助率の考え方

　　　本県の文化資源の「多様な価値」の創出につなげる取組みとして、県
の負担は妥当である。

（４）類似事業の有無
　　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額（千円）
	事業内容の詳細

	報償費
	32
	プロポーザル評価委員報償費

	委託料
	7,756
	伝統芸能公演実施

	旅費
	193
	費用弁償、業務旅費

	その他
	19
	消耗品費、通信料

	合計
	8,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画等での位置づけ

　　「清流の国ぎふ」創生総合戦略

　　　３「地域にあふれる魅力と活力づくり

　　　 (１)地域の魅力の創造・伝承・発信

　　　 　①「清流の国ぎふ」文化・芸術の創造・伝承

　　　　　○文化芸術を活かした域内外との交流の拡大、地域伝統文化の魅力発

信、さらには、文化・芸術と産業を融合させ創造力を発揮する拠点

の確保を図る。
　　　
（２）国・他県の状況

・国では「文化経済戦略」の策定や「文化芸術基本法」が施行

（３）後年度の財政負担

・事業検討し、継続的に実施予定

（４）事業主体及びその妥当性
県有の文化財において、文化資源を活用して各地域の伝統芸能を発信する機会を創出することにより、伝統芸能の保存・継承や地域の文化振興に資する事業であり、県が事業主体となることは妥当である。

事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
外国人を含めた多くの観光客に伝統芸能を発信するとともに、当該伝統芸能の保存・継承や各地域の文化振興を図る。　


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	定員に対する参加者の割合
	―


	―
	―
	―
	80%

(R2)
	―

	公演等の満足度

（アンケートで「満足」と回答した割合）
	―


	―
	―
	―
	80%

(R2)
	―


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	高山陣屋において、県内の伝統芸能公演及び伝統文化展示を実施した。
（１）伝統芸能公演（各２回公演）
　　・９月６日（金）郡上踊　　　　（大広間,陣屋前広場：定員各45名）
　　・９月７日（土）恵那文楽　　　（大広間           ：定員各56名）
　　・９月８日（日）国府町金蔵獅子（大広間,蔵跡      ：定員各42名）
（２）伝統文化展示
高山陣屋内各所に、岐阜提灯、岐阜和傘、地歌舞伎衣裳、美濃和紙の

あかり、生花の展示や砂紋引の実演を実施した。


（前年度の成果）

	多くの国・地域の外国人観光客に県内の伝統芸能を披露することができ、文化財の有効活用と国内外への発信の両面から成果を得ることができた。

・伝統芸能公演参加者数（３日間合計　 約540人 うち外国人約230人）　
・外国人参加者の国・地域（把握分のみ）

　　ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ,ｱﾒﾘｶ,ｲｷﾞﾘｽ,ｲﾀﾘｱ,ｲﾝﾄﾞ,ｵｰｽﾄﾗﾘｱ,ｵｰｽﾄﾘｱ,ｵﾗﾝﾀﾞ,ｽﾍﾟｲﾝ,ﾄﾞｲﾂ,ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ,ﾌﾗﾝｽ,ﾍﾞﾙｷﾞｰ,ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ,台湾,中国,香港


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)
○


	文化資源を活用して各地域の伝統芸能を発信する機会を創出することにより、伝統芸能の保存・継承はもとより、地域の文化振興にもつながるため本事業の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	参加者の評価やＳＮＳへの投稿、出演団体の感想などから、文化財の有効活用と伝統芸能の国内外への発信の両面から有効であると考えられる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	（評価）

○

	公演運営をプロポーザルにより専門的知識を有する業者に委託して効果的・効率的に実施した。また、昼間に公演を実施したことにより、参加者のみならず高山陣屋を訪れた多くの観光客に見ていただくことができた。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
外国人観光客の多くが観光案内所や高山陣屋を訪れた際に公演情報を得ていたことから、事前の周知方法に検討を要す。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
高山陣屋は年間32万人（外国人13万人）が訪れるため、外国人観光客に県内の伝統芸能を披露する場としては最適の施設であり、東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催により日本文化への注目が高まる中で、この文化資源を活用して事業を行うことには意義がある。
外国人観光客に公演情報を効果的に届ける手法を選択するとともに、観光客の満足度が高いプログラムや伝統芸能等の理解に資する手法により、効果的・効率的な公演となるよう工夫改善を図りながら継続していく。


（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
	組み合わせ予定のイベント又は事業名及び所管課
	

	組み合わせて実施する理由や期待する効果　など
	


